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第4話　「お巡りさん」
　去年の 11 月 30 日、小川小学校の「感謝の集い」に招待
されました。それはとても楽しく、感動的なイベントでし
た。集いが終わり、小川支所の近くに駐車した車へと向かっ
ていたところ、自転車の音が後ろから聞こえて来ました。
　振り返って見ると、その自転車に乗っていたのは先ほど
の「感謝の集い」で僕と同じように感謝状を受け取ったお
巡りさんでした。僕のイメージでは、この地域のお巡りさ
んは皆パトカーに乗っていると思っていました。ところが
そのお巡りさんは一生懸命ペダルを漕いでいて、すぐに僕
に追いつきました。
　しばらく立ち話をし、別れ際にお巡りさんから「時間が
あったら、交番に寄ってください」と言われました。
　アメリカでは日本の「交番」制度は高く評価されていて、
アメリカのところどころで試験的に実施されていると聞い
たことがあります。僕は銀座や浅草の交番を外から見たこ
とはありますが、中の様子は見たことがありません。また、
那珂川町の交番はどうなっているのか興味がありました。
　しかし、僕はとても恥ずかしかったのです。お巡りさん
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消防団員大募集
　消火活動や災害発生時での救助・
救出活動など、いざというときに
真っ先に駆けつける消防団員。自分
の町を自分で守るため、あなたの力
を生かしてみませんか？
条 件　町内在住の１８歳以上の方
問い合わせ　総務課消防交通係　
　　　 ☎０２８７－９２－１１１１

はとても優しそうな方でしたが、名字の漢字が見慣れてい
なかったため、「感謝の集い」では名前が覚えられませんで
した。もし交番に行って、他のお巡りさんがいたら、「名前
を忘れたけど彼に会いに来ました」は言いづらいし．．．、　

「やあ！遊びに来ました」とも言えないし．．．。　いろいろ
な言い訳が頭の中に浮かび、12 月にも１月上旬にも行くこ
とができませんでした。
　ようやく、１月 14 日の祝日に僕は勇気を振り絞って、妻
と一緒に交番に行ってみました。あの時と同じお巡りさん
が駐在所に居て安心しました。そしてやっと、お巡りさん
の名前が分かりました。玉

たま

眞
ま

警部補はざっくばらんな方で
いろいろ話しながら、交番の様子や駐在所長の仕事につい
て我々の質問に答えてくださり、少し交番のことが分かっ
てきました。40 分間はあっという間に過ぎました。行って
みてよかったです。
　再発見をするためには慣れていない場所へ行って、日ご
ろの付き合いがない人とでも交流をしないとマンネリを脱
することができません。以前のコラムに「習慣」がこの町
の素晴らしい場所と人に出会う妨げになっているのでは…
と書きましたが、それに「懸念」を加えます。小さな懸念
は大きな出会いを逃すかもしれません。那珂川町を再発見
するために懸念に負けてはいけません。僕はまだまだ学習
中です。
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那珂川町保育所等再編整備計画（案）パブリックコメント結果を公表します
■パブリックコメント募集期間　　平成 19 年 12 月 17 日～ 20 年 1 月 16 日まで
■意見数　　　　　　　　　　　　２件
■意見の提出方法　　　　　　　　書面 2 件
■意見の概要と町の考え方
番号 意見の概要 町の考え方

１

　現在の小川幼稚園は、図書館や児童館等の施設
に近く自然にも恵まれた良い環境に立地しており、
園外保育等も充実しています。
　できれば、ひばり幼稚園を保育所に改築、小川
舟戸地区に保育所と幼稚園を併設していただける
と環境的に良いのではないかと思われます。
　ひばり幼稚園に統合された場合、バス通園を可
能にしていただけると思いますが、現在のバス料
金を超えないようにしていただきたいと思います。

　今後ますます顕著になる少子化傾向の中で、保
育ニーズの多様化・子育て支援の充実のため、保
育所・幼稚園の統合を図るものであり、就学前児
童数や現施設の老朽化等を総合的に勘案して、幼
稚園１施設、保育所３施設（20 年後には２施設）
としたもので旧町の枠にとらわれない施設利用を
お願いしたいと思います。
　また、施設の立地場所については、豊かな情操
を育める環境に恵まれた場所を選定条件としてお
り、保育内容はどの施設においても同等のものを
提供できるよう配慮していきます。
　通園バスについては、今後検討していくことに
しています。

2

　子どもたちの心身発達のため、統合後も園外保
育と、共働き家庭の増加に伴い延長保育を実施し
てほしいと思います。（就労者は保育所にと言われ
るかもしれませんが、金額的負担が多いという方
も多いと思います）

　統合後も、那珂川町の子どもたちの健全育成の
ため、よりいっそう充実した保育を提供できるよ
うに努めていきます。
　幼稚園の延長保育、費用負担については、当分
の間は現行どおりですが、保育所、幼稚園の一元
化等就学前児童の保育、養育という観点から今後
総合的に検討していきます。

■寄せられた意見等に基づき、施策の案を修正した内容
　修正した内容はありません。


